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いては当時の関係者がそれぞれ自らに有利なように理解し、駆使してきた姿が明らかにさ
れた。当時、全体像は手探りながらも、不利を蒙らないように動いていたという事実を、
全体像が見渡せる私たちはどのように位置付けるべきなのだろうか。このように考えてい
ると、モデル化・図式化はやはりそぐわないのだろうかという思いがよぎるのだが、この
点は、筆者自身にとっても大きな課題である。
　冒頭でも述べたように、本書は一つの「世界史／グローバル・ヒストリー」の扉であ
る。これまでなかなか出来なかった、一つ一つの史実の束をここまでまとめ上げたという
功績はとても大きい。本書を突破口として、今後、前近代～近代の国際秩序研究のさらな
る「分析と総合」が進むことを願ってやまない。
 （ISHIDAToru）
